
TSBA 主催 

マスターズ＆ジュニア 

スノーボードテクニカル選手権大会 

 

現役のトップライダーのジャッジングということで、参加選手の皆様にも喜ん

でいただけました。また、表彰式でのジャッジコメント、写真撮影等まさに 

「神・対・応！！！」 

新野さん、杉下さん、柏木さん、快く引き受けてくださり本当にありがとうござ

いました。 

                 



■H-JUDGE：新野裕幸 
https://www.ogasaka-snowboard.com/team.html 

https://www.instagram.com/hiroyukiniino/ 

https://2nohiroyuki.jugem.jp/ 

 

 

 

大会参加者の皆さん寒い中お疲れさまでした。 

現在盛り上がりを見せているカービングシーの中、東北地区で行われているこのマスター

ズ＆ジュニアの大会も参加者が増え、とても良い流れだと感じております。 

また、道具の進化とともに、様々な滑りの方向性が出てきており、前日に行われた本大会に

は選手として参加し、マスターズ＆ジュニア大会にはジャッジとして参加する事で私自身

も大変勉強となりました。 

昨今は、スノーボードメーカーの開発努力により高性能なボードが主流となっていますが、

ボードの動きに頼るだけではなく 

「乗り手自身の動きでしっかりとカーブを作っている」 

今大会では、そういった選手が高評価に値したと思います。 

こういった面もジャッジとしてしっかりと知識や目線も養っていかなければいけません。 

また、選手の皆さんもボードに合わせた動きだけでは無く、自身の表現を大切にして技術を

高め、次の大会を目指し頑張っていていただきたいと思っております。 

 

 

 

 

 

https://www.ogasaka-snowboard.com/team.html
https://www.instagram.com/hiroyukiniino/
https://2nohiroyuki.jugem.jp/


■JUGDE：柏木ゆかり 
https://mosssnowboards.co.jp/team-rider/ 

https://www.instagram.com/yukari_kashiwagi/ 

https://www.boom2.jp/school.html 

https://www.yoroi-blp.com/teams.html 

https://hayashiwax.jp/rider/9448/ 

 

大会に参加された選手の皆さま、本当にお疲れさまでした。 

スタートに立つまでの緊張、滑り終えたあとの達成感や悔しさ―― 

そのすべてが、この大会でしか味わえない大切な経験だと感じています。 

大会は、結果だけで自分を測る場ではなく、これまで積み重ねてきた時間や、自分自身の成

長と向き合う場だと思います。私自身も選手として年齢を重ねながら、毎年「今年は何か変

われたか」を確かめたくて、この舞台に立ち続けています。 

私たちがこれほどまでに魅了されているターンは、目指すべきところが明確だと思ってい

ます。どんなバーンでも、どんなコンディションでも、深く、そして速いターンを描くこと。 

そのターンを目指して、皆さんこれまで数えきれないほどのターンを積み重ねてきたと思

います。感じたことのない世界に触れたい、自分の成長を実感したい―― 

その想いこそが、いくつになっても私たちを雪の上へ向かわせてくれる原動力ではないで

しょうか。 

練習でも大会でも、うまくいくことよりも、思うようにいかないことの方が多くあると思い

ます。けれども、そのうまくいかない経験の先には、必ず「うまくいく瞬間」が待っていま

す。そしてその瞬間は、うまくいかないことの先を追い求め続けた人にだけ訪れるものだと

思います。 

その瞬間を感じられる扉を開けるべく、雪上での実験を繰り返しながら、最高のターンを描

けるその一瞬を楽しみに、これからも一つひとつのターンを積み重ねていきましょう。 

 

https://mosssnowboards.co.jp/team-rider/
https://www.instagram.com/yukari_kashiwagi/
https://www.boom2.jp/school.html
https://www.yoroi-blp.com/teams.html
https://hayashiwax.jp/rider/9448/


■JUDGE 杉下健二 
https://www.ogasaka-snowboard.com/team.html 

https://www.ogasaka-snowboard.com/2025-img/rider/011_p_sugishita_kenji.pdf 

https://www.instagram.com/sugi_shita/ 

 

 

 

今回、緩斜面、柔雪、向かい風な状況でしたので、中々スピードが出ず、必要な外力がもら

えにくく、滑り辛そうかなとジャッジングをしていての印象でした。 

ポイントに関して言えば、形成するターンにおいての角付け量。それに対しての加重、加圧。

そしてたわんだボードを解放、反発をコントロールして、抜け、走りに繋げて次のターンに

入る。 

細かい事を言えばきりがないですが、スタートからゴールのトータルバランスからそうい

う所を見ていました。 

選手の多くが、しっかりカーブはするが失速してしまう。 

スピードはあるがカーブが弱い。 

"深く" 速く"のバランスが良かった滑りに高得点が出たように思います。 

ジュニア、シニア共に今回、前年も出場した選手も多く、去年と比べレベルアップしている

姿が垣間見えとても嬉しくなりました。 

 

生涯スポーツとしてまだまだこれから！ 

スノーボード楽しみましょうね！ 

 

皆様ありがとうございました^ ^ 

https://www.ogasaka-snowboard.com/team.html
https://www.ogasaka-snowboard.com/2025-img/rider/011_p_sugishita_kenji.pdf
https://www.instagram.com/sugi_shita/

